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は じ め に
PCBはPolychlorinatedBiphenylの略 称 で あ っ
てBiphenyl の水素を塩素で
おきかえたものである。Bipheny1は10個 の水素(2～
6と2'～6')が あ るか らPCBに は1塩 素化合物か ら
10塩 素化合物 まである。市販のPCBは このような化
合物の混合物であ って,3～6の 塩素化合物が普通に
使われてい る。PCBに は 1)水 に不溶,有 機溶媒,
油によく溶け,プ ラスチ ックともよく混合す る。2)
化学的に安定で,各 種薬剤によく耐え分解されに くい。
3)不 燃性であ ること 4)non-dryingで あって薄
い膜状に しても乾燥 しない。5)電 気的絶縁性が高い。
な どのす ぐれた性質がある。そのため,PCBの 用途
はきわめて広 く,日 本の年間生産量は10,000～12,000
tと いわれ,輸 入品を含め ると年間使用量はさらに大
量となる。PCBの 環境汚染は1966年 にJensenが ワ
ヵマスおよび ワシにPCBを 見出しことか ら問題にな
ったが,現 今では先進工業国の各地が高度のPCB汚
染を うけ てお り,と くに急速に工業化の進んだ 日本で
は甚 しい。環境汚染,と くに生物汚染が進み,日 本近
海に産する魚介類のPCB含 有量の高い ことは周知の
とお りである。蛋 白資源の多 くを魚介類に依存す る日
本人に とってPCBの 生体影響を明らかにすることは
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急を要する問題の一つである。た またま,カ ネ ミ油症
の問題もあ って国の内外においてPCBの 毒性研究が
                     の
とりあげ られ るようになったのは当然であ り,わ た し
どもの研究室においても食品汚染の生体影響の研究 の
                  6^-15)一環 としてPCBの 生体影響をとりあげた。現今まで
に若干の知見がえ られたので,そ の概要について述べ
る。
実 験 成 績
 1.LD50に っい て
 dd系 マ ウス(雌)に ビニール ゾンデーを 用いて カネ
クロール300を 経 口的に1回 投 じた時 のLD.、oす なわ
          16)
ち半数致死量をLitchfield法 で算出すると2.240 mg/
kgで あ った。すなわち,60 kgの 体重の成人で,124
.4gを1回 にとると半数の人が死亡す ることになる。
 皿.急 性毒性について
 体重90g前 後のWistar系 シロネズ ミ40頭を対照群
と実験群に分け,対 照群(舎,♀ 各10頭)は 日本クレ
アCE-2の 粉末飼料で飼育 した。実験群(♂,♀ 各
10頭)は5000ppmのPCB(カネクロール300)を 含
むCE-2粉 末飼料で飼育した。なお,動 物は二重底
の金網ケージで飼育 し,水 お よび飼料は 自由摂取 とし
た。室温は230土2。Cと した。
 臨床経過:対 照群は実験期間中順調に体重増加を示
した。毛並み もよくて光沢があ り,外 表所見に異常が


































1 2 3 4 [) 6 7 8 9 (days) 
表1
対照群!実験群
♀ I 88.70.:J 4.34g I 91. 22土2.8M
初体重!一一|一一一一一一一|一一一一一一一一
合 I 97.90土 3.41 I 94.00土5.09
♀ I 119. 30.:J 12. 16 I 73. 11土10.32** 
終体重|一|一一一一一一一|
合I131. 30土 9.44 I 77.12土 7.10** 
体重|♀ I32.60土15.46卜(18.11土12.04)料
増加量|合 I33.40土 7.27 Iー(16.87土 2.28)**











































































































































































































[一一方ーだ-Ji三一一 1川 m 群
[♀ l 合[♀!合
初体重 88.22土6.22 I 94.90土4.68 I 92.00土5.37 I 100. 00土6.24
(タ)[
終体重 I236.89土29.04 I 411. 00土47.66I 183土19.91料 I 330.30土30.75料
〈g)!
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1 45.5 8900 15.5 788 40.0 11100 13.1 656 
2 49.0 7400 16.1 912 44.5 10600 14.2 704 
3 47.0 9300 15.3 764 43.5 6500 14.2 682 
4 44.5 8800 15.1 756 43.5 9200 14.2 748 
5 44.0 10400 15.3 734 42.5 9100 14.0 778 
6 42.5 11700 14.5 814 41. 5 13200 13.4 674 
7 46.0 10800 15. 7 844 48.5 13400 15.0 730 
8 45.5 11200 15.3 842 39.5 6600 12.4 700 
9 47.5 9800 17.3 856 42.0 14700 13.4 658 
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表6 血液生化学的検査成績対照群
|白骨|弘主 |GIu i 門unAichol|TPl Alb|TB出|誌S1ペ同1
mg % I mg % I mg % I mg % I mg % I mg % I g % I g % I g % I mu/ml 
♀ 
1 I 9.1 5.0 186 28.0 0.2 60 310 
2 i 10.7 5.6 232 32.2 i 2. 7 70 7.9 4.8 0.2 144 46 254 
3 I 10.2 6.3 192 ぉ.0| 3. 1 76 7.2 0.2 80 46 254 
4 I 9.3 6.0 200 25.0 2.4 74 7.2 3.9 0.2. 136 60 254 
会
0.4 1 9.5 I 186 21. 0 2.3 : 156 160 42 236 
9.4 7.4 152 19.0 1.6， 88 7.2 3.1 0.2 150 58 294 
9.0 7.4 166 26.0 1. 4 I 84 7.1 3.0 0.2 146 50 260 
4 8.0 148 18.4 3.2 70 6.8 2.8 0.2 104 42 406 
5 9.2 7.4 164 20.4 2.2 80 6.8 2.6 0.2 110 42 226 
6 8.8 8.2 156 19.6 2.2 68 6.6 2.8 0.1 146 34 244 
7 8.8 6.8 148 22.0 2.6 78 6.4 3.0 160 42 344 
98i l 
9.5 7.8 190 22.0 2.8 I 158 7.0 3.2 0.2 48 270 
9.2 6.4 186 19.0 1.6 80 7.1 ' 2.2 0.1 100 48 240 
10 i 9.0 7.0 I 186 24.4 2.4 66 2.8 o. 1 116 40 294 
* Karmen単位
略注
Inor. Phos.無機リン酸 T.P.総蛋白量 Glu. :血糖量
Alb.アルブミン BuN:血中尿素窒素 T. Bili.総ピリノレピン
Uri. A.尿酸 Alk. Phos.アルカリフォスフアターゼ Chol.コレステロール
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60 70 561 381 






































?竺J三;?; 0.80 0.46 0.91 9.67 18. 78 IO.11 土0.14 土0.11 土1.22 土0.08 ゴニ0.09 土0.11 土27.92 土27.921 IO.09 土11.40 土1.73 土 7.21
1. 92 1 1沼 [073l117M 0.69 1. 38 1. 42 2.54 63.60 9.30 20.20 
対照合
土O.16 土0.19 I IO.14 土0.36 土2.80 土0.10 ゴニ0.18 土0.20 I 0.31 土 0.42 土O.12 土17.88 土1.00 土 7.28
1000 ppm 1. 67*'1 o. 60*キ 0.58 0.70 1 8.81 0.39* 0.91** 0.74** 118.00 118.00 0.29 相 001830|1510
土007|士009|士0.62 土0491士1.59 ♀ 土0.05 ゴ:0.09 土0.11 土 3.00 土 3.00 土O.13 土 4.47 土3.00 土 4.00ぺ17plIぺ074l083l ロ 0.58* 2.47 2.45 042l64301810同
合 IO.06 土O.10 土0.27 土0.20 土1.98 土0.08 土0.25 土0.19 土0.42 土 0.39 土O.15 土 9.48 土1.41 



















0.790 I 0.339 I 0.200 0.254 3.333 I 0.194 I 0.383 I 0.384 0.058 。叩:;L::;対照 0.0968士0.0423 土0.0477I士0.0615I士0.0477 士0.0218士0.0360 士0.0460 土0.0119 土0.0119 土0.045 IO.0460 
0.472 0.311 I o. 179 0.287 1 3.010 O. 171 I 0.338 O. 346 I o. 608 omloml。ベ。判 0.004
対照会 土0.0653 土0.0366 土0.0441 土0.0929 土0.681 土0.0173 土0.3360 土O.0369 I O. 130 土0.0824 土0.0192 土0.0039 土0.0000 土0.001
O. 213 1 (). 395 
制
♀ 土0.1031 土0.0259 土0.3772 土0.2909 土0.497 IO.0313 土0.0295 土0.0263 土0.0198 土0.0198I O. 077 土0.0041 土0.001 土0.001
1000 ppm 1 0.544 1 0.326 0.225 O. 176 0380i0377iJ1010746い130 I 0…0.0倒 loom
合土0.0532 土0.0246 IO.0979 土0.0644 土0.401a 土0.0246 土0.0694 土0.0479I O. 100 士O.1205 土0.0410 土0.00265土0.0000 土0.001


































シロネズミを50.500. 1000 ppm， P C B含有飼料
で飼育し，それより出産するネズミにどんな影響が現
われるかをみた。すなわち， 上述の飼料で体重100g 




















llJ *-7.*" I kG $ *" I 途中 1 J.l.-#:)!，J，- l rt;cI';;;è; ~1'~ 1 出産子数|死産数|死亡数|生存数|晴育Zl奇
。 2 8 80 
al710 1 o l7 
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1. 5000ppm群，肝， H -E， 10 x 10，中心静駄をか
こむ壊死巣。
2. 同， 10 x 40，壊死巣周辺部，円形の硝子休がみら
れる。
3. 5000ppm群，肺， H -E， 10 x 10，肺胞内の出血。
4. 5000ppm群，精巣H-E， 10 x 10，間質細胞の増
-17 -
加，精細管の精子形成の著減。





















きく， 50 ppm群で1例の分娩死亡例がみられた。 ま
た子数の減少，死産，奇形の発現， u甫育率の低下など
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